ららぽーと豊洲ドラゴン祭り　実施要綱
＜１＞　イベント概要
	イベント名
	ららぽーと豊洲ドラゴン祭り

	日時
	2009年8月30日（日）　＊雨天決行

　　10:00-13:00　ドラゴンボート体験乗船会　（一般参加者）

　　13:30-16:00　ドラゴンボートレース　（ドラゴンボートチーム）

	会場
	ららぽーと豊洲前　春海橋公園前水域（東京都江東区）

	レース漕路
	250m直線コース

	レース種目
	オープン（男女の性別を問わない）

	レース出場資格
	満15歳以上（2009年1月1日現在）の健康な男女、泳力100㍍以上

	チーム編成
	1チーム25人

	参加チーム募集数
	12チーム

	レース参加料
	1チーム3万円（参加記念Tシャツ、昼食込み）

	レース参加条件
	イベント・レース運営にあたり、スタッフ協力をお願いします。

　体験乗船会スタッフ：各チームより5名以上

　レース運営スタッフ：各チームより3名以上　（レース終了後の片付け含む）
　　（レースへは参加いただいて結構です。また途中スタッフ変更も可）

	表彰
	上位3チームを表彰し、賞品を進呈

	主催
	ららぽーと豊洲ドラゴンボート祭実行委員会

	後援
	江東区、豊洲地区運河ルネサンス協議会、NPO 水辺に親しむ会 東京海洋大学 芝浦工業大学、東京インナーハーバー連絡会議他

	特別協賛
	ららぽーと豊洲

	協賛・協力
	「実感！マリーンウイーク０９」キャンペーン実行委員会、東京都観光汽船㈱、

東京ガス㈱、勝どきマリーナ、IHI、豊洲連合町会 豊洲商友会 他

	運営
	東京都ドラゴンボート協会、勝どきマリーナ


＜２＞　スケジュール
	時　　　　　　　　間
	内　　　　　　　　　容

	8:30
	大会役員集合

	9:00
	体験乗船会スタッフ集合

	10:00
	体験乗船会開始　（一般対象）

	11:00
	チーム代表会議　（大会注意事項、スケジュールの説明など）

	11:30
	参加チーム受付、弁当配布

	12:00
	レース運営スタッフ集合・担当業務の説明

	13:00
	開会式

	13:30
	レース開始

	16:00
	レース終了予定

	16:30
	閉会式

	17:00
	撤収作業開始


＜3＞ 競技規則
本レースは、原則として日本ドラゴンボート協会競技規則に基づき開催する。
競技上の注意事項

1） 健康・安全留意事項 

①主催、後援、協力、運営の各団体は、参加者に対し、応急処置以上の責任は負わない。心臓病や運動中に胸の痛み、気を失ったことのある選手は、医師の許可のもとに参加すること。ペースメーカーを装着している選手の参加は認めない。チーム代表者は、各選手の健康とケガ防止に留意し、自己責任での参加とする。

②出場レースが終了するまでは、いかなる理由があっても飲酒は禁止。
③出場選手は全員、乗艇の際、必ずフローティングベストを着用すること。
④安全管理システムとして「バディ・システム」を採用する。これは、選手は乗艇の際、決められた漕席に着き、前後及び左右のメンバーを確認すること。漕席は、最前列左席が1番、右席が2番、次列左席が3番、右席が4番となり、以下順次10列（19,20）まで決める。水上で事故が発生したときは、選手はお互いの無事を確認。太鼓手もしくは舵取りの号令で点呼を取るものとする。

⑤艇が浸水により沈没した場合、選手は決して艇から離れず、救助を待つこと。水上での安全管理上の責任は、一切チーム代表が負うものとする。

2） 競技進行上の注意事項

（１）レースプログラム

①レース進行は、大会会場に掲示される「レース組み合わせ」を参照のこと。

②天候や進行状況により、レース進行が早まる、また遅くなる事もあるので、各チームは掲示板に注意すること。

    （２）召集

①出場チームはレーススタート15分前迄に選手召集場所に集合とし、それまでにクルーが揃わなくても円滑な進行のため、出漕させることがある。なお、この責任は一切チームが負うものとする。
②召集時は、指定の召集場所に2列で並ぶ。整列時には、全員フローティングベストを着用しておくものとする。

③大会本部からの舵取り派遣はチームで責任を持って確認するものとする。
    （３）乗艇前の確認事項（服装・備品類のルール他）

①マイパドルの使用は、認める。
②手・指を保護するための用具（艇の改変や装着に特に時間を要しないもの）、他の競技者に影響を及ぼさない敷物、ゴムなどで補強された手袋、靴底の平らなマリンシューズの使用は認める。また、ＩＤＢＦのパドル規定の範囲内でグリップの破損防止、手・指を保護するために加工された保護チューブを認める。
（４）乗艇・離岸について

①乗艇は配艇担当の指示に従い実施する。

②最初に舵取りが乗艇し、後ろのシートの選手より左右順番に乗り込む。

③離岸については、舵取り・太鼓手が他艇との接触に危険がない事を充分に確認した上で、実施するものとする。

④離岸後は、速やかにスタート地点に向かうこと。
　　　（５）スタート地点への接岸・スタート

①スタート地点では、スターターの指示のもと、位置につくこと。
②スタート準備時、ポジションを維持できない場合にスターターから指示があった場合は、前４人のパドラーで艇先を進行方向に向け安定させるようにすること。

③スタートの用意ができた艇は、太鼓手がバチを太鼓の上に置くこと。もし準備に不具合が発生した場合は両手を上げて、すみやかにスターターにその旨を知らせ、指示を仰ぐこと。

④スタート40秒前からドラを鳴らし、鳴らし終えてから10秒以内にスタートする。スタートの合図は、スターターの「オールクルー・アユーレディー・アテンション・ゴー」の掛け声で知らせる。

⑤スターターの「アテンション・ゴー」を待つ間に選手がスターターと間違える様な発声を禁止する。発見した場合はフライングを取る場合も有る。
⑥フライングがあった場合は、スターターからの赤旗表示により各艇に知らせる。

⑦１回目のフライングは再レース、２回目のフライングはレースを実施するがフライング対象チームを当該レースの最降着とする（原則、１回目にフライングしたチームへの処分は実施しないものとする）。

（６）レース

①パドラーは進行方向に向かって、シートに座った状態で漕ぐこと（立ち漕ぎは認めない）。

②レース中に他艇との接触の危険がある場合は、常に安全を優先して、舵取り・太鼓手は艇の停止・進路変更の措置を速やかに実施すること。
（７）レース成立条件

①レース成立は全チームの龍尾がゴールラインを通過し、なおかつ安全に乗艇場に戻る体制が整った時点とする。

②公式タイムは、竜頭の先端がゴールに入った時点のタイムとする。

③舵を曲げて他レーンに進入し、他艇の進行を妨げた場合は、対象チームを当該レースの最降着とする。

④危険回避の為にレーンアウトしたチームについて処罰対象としない。
　（８）その他競技上における注意事項

①大会実行委員会では、各チームに対し、舵取りの派遣を要請することがある。

②故意に艇を転覆させたりパドルや艇を損傷したチームは、その場で退場処分として、以後の出場を認めない。また、こうした行為による損害について、大会実行委員会は当核チームもしくは個人に損害賠償金を請求する。
③競技中、競技役員や他チームに対する暴言・暴力に類する行為があった場合は退場処分とし、以後の本大会及びJDBA主管大会への出場を認めない。
＜４＞　その他注意事項
（１）会場は公共性の高い商業施設です。周辺へ迷惑となる行為、通行者へ迷惑となる行為はできません。
　　　（２）喫煙は、指定された喫煙エリアでお願いします。また主催者側では灰皿を用意しませんので、必ず携帯灰皿をお持ちください。
　　　（３）主催者は、会場内での紛失、盗難などに対して一切責任を負いません。現金・カードなどの貴重品、手荷物は、各チームの責任で管理してください。
（４）大会出場中の映像・写真・記事・記録・テレビ・新聞・雑誌・インターネット等への著作権・肖像権は主催者に属するものとします。
＜５＞　“環境にやさしい大会”へのご協力を

（1） 本大会は、ドラゴンボートを行う環境を大切に守るため「環境にやさしい大会」を目指しています。

（2） 各チーム・各自のゴミは、責任をもって持ち帰るようお願いします。会場や付近の公園や公共施設に廃棄しないようお願いします。　　　　　

以上

